
（1）　2009 年（平成21年）7月12日（日） VOL.19三斎流九曜会だより

発　　行

三斎流九曜会
会長　小林祥泰

事務局　出雲市今市町53

　

こ
の
度
、
会
員
の
皆
様
の
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
、
無
事
に
建
仁
寺
で
の

修
行
を
終
え
帰
庵
で
き
ま
し
た
事
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。一
年
間
と

い
う
決
め
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、長
い
の
か
短
い
の
か
ど
ち

ら
に
せ
よ
自
分
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
有
意
義
な
時
間
、贅
沢
な
時
間
を
過

ご
せ
た
事
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。振
り
返
れ
ば「
宗
浦
」と
い
う
安
名

を
頂
き
得
道
し
、そ
れ
だ
け
で
も
た
だ
茶
の
道
の
者
で
あ
れ
ば
構
わ
な
い

の
で
し
ょ
う
が
、
僧
堂
に
入
り
雲
水
と
し
て
日
々
生
活
を
す
る
今
思
う

と
、
と
て
も
も
う
一
度
は
無
理
だ
と
確
信
い
た
し
ま
す
。進
ん
だ
現
代
社

会
に
生
き
る
中
、暑
さ
寒
さ
を
身
体
に
感
じ
る
こ
と
す
ら
た
い
へ
ん
難
儀

な
こ
と
で
あ
り
、
食
事
も
質
素
と
は
程
遠
い
ほ
ど
の
も
の
。日
々
繰
り
返

さ
れ
る
座
禅
に
作
務
。僧
堂
と
い
う
異
空
間
で
生
き
抜
い
た
者
の
み
が
知

る
事
の
許
さ
れ
る
世
界
で
あ
り
ま
す
。ま
さ
し
く
血
と
汗
と
涙
の
結
晶
と

は
こ
の
事
を
言
う
の
で
し
ょ
う
。

　

建
仁
寺
管
長
で
あ
ら
れ
る
小
堀
泰
巖
老
大
師
よ
り
「
宗
浦
」
を
頂
い
た

わ
け
で
す
が
、
こ
の
名
の
由
来
は
老
大
師
が
出
雲
の
地
の
日
本
海
、
宍
道

湖
、
自
然
豊
か
な
風
情
よ
り「
浦
」の
字
を
お
考
え
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。そ

し
て「
孤
舟
蓑
笠
翁　

独
釣
寒
江
雪
」（
こ
し
ゅ
う　

さ
り
ゅ
う
の
お
う　

ひ
と
り
つ
る　

か
ん
こ
う
の
ゆ
き
）
と
い
う
語
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。た

だ
一
つ
の
舟
に
蓑
と
笠
の
老
人
が
、た
っ
た
ひ
と
り
で
こ
の
雪
の
川
で
釣

り
糸
を
垂
れ
て
い
る　

こ
れ
は
、
中
唐
の
詩
人
・
柳
宗
元
が
、
永
州
に
流

さ
れ
て
い
た
と
き
に
作
っ
た
も
の
で
、釣
り
糸
を
垂
れ
て
い
る
老
人
に
自

身
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
、当
時
の
不
遇
の
心
境
を
詠
ん
だ
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。お
そ
ら
く
は
ど
ん
な
環
境
で
あ
ろ
う
が
、
ど
ん
な
状
況
で
あ

ろ
う
が
自
身
の
茶
の
湯
を
楽
し
み
と
す
れ
ば
よ
い
と
置
き
換
え
ら
れ
、茶

人
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
名
誉
な
語
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
こ
の
一
年
色
々
な
形
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
、
改
め
ま
し
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
　

平
成
二
十
年
四
月

森
山　

宗
浦　

九
拝

「
宗
浦
」の
由
来

小
堀
泰
巖
老
大
師
が
出
雲
の
地
の
日
本
海
、

宍
道
湖
の
自
然
豊
か
な
風
情
よ
り「
浦
」の
字
を

お
考
え
く
だ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
孤
舟
蓑
笠
翁　

独
釣
寒
江
雪
」

と
い
う
語
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
し
ゅ
う
さ
り
ゅ
う
の
お
う  

ひ
と
り
つ
る
か
ん
こ
う
の
ゆ
き

建
仁
寺
で
の
修
行
を
終
え
て

我
が
三
斎
流
九
曜
会
に

　　　　　　　　

前
途
洋
洋
た
る
兆
し
が…

我
が
三
斎
流
九
曜
会
に

　　　　　　　　

前
途
洋
洋
た
る
兆
し
が…



（2）三斎流九曜会だより
平
成
十
八
年
七
月
九
日
㈰

ホ
テ
ル
武
志
山
荘

　
　
　

呈
茶　

事
業
部
会

　

平
成
十
八
年
度
の
総
会
が
、会
員
一

二
〇
人
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
し

た
。会
長
が
挨
拶
、続
い
て
宗
育
家
元
の

ご
挨
拶
、十
七
年
度
の
事
業
決
算
等
の

報
告
、十
八
年
度
の
事
業
計
画
、予
算
案

の
審
議
が
承
認
さ
れ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、香
老
舗
松
栄
堂
社
長

畑　

正
高
氏
が
、「
香
の
文
化
史
」と
題

し
、茶
の
湯
と
聞
香
等
歴
史
的
背
景
を

基
に
講
演
を
さ
れ
、実
際
に
香
木
を
手

に
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
、

興
味
深
く
拝
聴
を
し
た
。

　

講
演
内
容
は
後
日
講
演
特
集
号
を
発

行
す
る
予
定
で
す
。

　

先
代
宗
瑞
宗
匠
が
、昭
和
六
十
一
年

九
月
に
第
一
回
亀
山
茶
会
を
開
催
さ
れ

て
以
来
、今
年
は
二
十
回
目
を
迎
え
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
熊
本
か
ら
細
川
護

光
様
を
お
迎
え
し
た
。又
、若
宗
匠
の
ご

高
配
に
よ
り
、遠
路
名
古
屋
か
ら
表
千
家

村
瀬
社
中
様
の
添
釜
の
ご
奉
仕
を
い
た

だ
き
同
門
の
皆
様
の
ご
参
加
も
あ
っ
た
。

　

記
念
茶
会
に
相
応
し
い
厳
か
で
華
や

か
な
茶
会
と
な
り
、御
神
恩
に
感
謝
し

お
恵
み
を
拝
復
し
た
。

　

濃
茶
席（
国
造
家
書
院 

直
門
）

　

薄
茶
席（
亀
山
旧
館 

表
千
家 

村
瀬
社
中
）

　

薄
茶
席（
亀
山
新
館
立
礼 

辰
村
社
中
）

　

点
心
席（
信
徒
会
館 

事
業
部
）

○
九
曜
会
総
会

九
曜
会
事
業
報
告

　
 〈

平
成
十
八
年
七
月
〜
十
九
年
六
月
〉

平
成
十
八
年
九
月
十
七
日
㈰

北
島
国
造
家
書
院
・
亀
山
会
館

○
二
十
周
年
記
念
亀
山
茶
会

平
成
十
八
年
十
月
七
日
㈯
、八
日
㈰

松
江
城
山
二
の
丸
広
場

　

秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
大
茶
会

は
、初
日
は
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず

六
一
〇
人
、翌
日
も
六
五
〇
人
の
来
席

者
で
賑
わ
っ
た
。

　

席
担
当 

佐
藤
社
中 

福
間
社
中

　
　
　
　

 

野
々
村
社
中 

加
茂
会

○
松
江
城
山
大
茶
会

平
成
十
八
年
十
一
月
三
日（
金
・
祝
）

平
田
本
陣
記
念
館

　

三
回
目
を
迎
え
た
茶
会
も
定
着
し
、

家
元
の
献
茶
後
、呈
茶
席
が
あ
り
海
苔
を

使
っ
た
海
苔
筆
汁
、ぜ
ん
ざ
い
が
振
舞
わ

れ
六
〇
〇
人
の
来
客
で
盛
況
裡
に
終
っ
た
。

　

席
担
当 

伊
藤
社
中
、さ
く
ら
会

○
十
六
善
神
を
偲
ぶ
会

し
、六
五
〇
人
に
呈
茶
を
し
た
。

　

席
担
当　

山
田
社
中
、下
垣
社
中

平
成
十
九
年
三
月
二
十
五
日
㈰

出
雲
文
化
伝
承
館

　

十
五
回
目
を
迎
え
た「
早
春
の
茶
会
」

は
、伝
承
館（
当
流
は
松
籟
亭
）を
会
場
に

誰
で
も
参
加
で
き
る
茶
会
と
し
て
定
着

○
早
春
の
茶
会

平
成
十
九
年
四
月
二
十
九
日（
日
・
祝
）

観
翠
庵
道
場
、観
音
寺
書
院

　

観
翠
庵
道
場
で
、他
流
派
及
び
一
般

市
民
の
方
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
唯
一

の
茶
会
で
あ
り
、二
八
〇
人
の
来
席
者

で
賑
っ
た
。

　

席
担
当　

　

濃
茶
席（
観
音
寺
書
院 

大
田
・
広
沢
社
中
）

　

薄
茶
席（
富
士
の
間 

山
本
社
中
）

○
新
樹
の
茶
会

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
㈫
、十
六
日
㈬

出
雲
大
社
外
苑

　

参
道
東
側
に
茶
席
を
設
け
五
月
晴
れ

の
も
と
千
人
近
い
参
席
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

席
担
当

　

樋
野
社
中
、山
崎（
明
）社
中

　

原
・
沼
・
米
子
・
安
来
社
中

○
出
雲
大
社
大
茶
会

平
成
十
九
年
六
月
十
日
㈰

出
雲
文
化
伝
承
館　

松
籟
亭

　

家
元
の
ご
挨
拶
後
、翠
木
会
会
長
渋

川
恒
夫
氏
か
ら「
漆
に
つ
い
て
」と
題

し
、茶
道
具
に
か
か
わ
る
興
味
深
い
講

話
を
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、研
修
部
会
に
よ
り
、点
前
研

究
が
行
わ
れ
た
。

　

平
濃
茶　
　
　
　

太
平
先
生

　

薄
茶
大
蓋
点
前　

福
間
先
生

○
講
習
会

平
成
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日
㈯
、

二
十
六
㈰　

出
雲
文
化
伝
承
館

　

日
本
の
伝
承
文
化
の
振
興
、発
展
、継

承
を
目
的
に
出
雲
茶
道
文
化
交
流
会
が

設
立
さ
れ
、誰
で
も
気
軽
に
参
加
を
呼

び
か
け
茶
道
の
普
及
に
務
め
た
。

　

席
担
当　

杉
山
社
中
、今
岡
社
中

○
出
雲
和
文
化
祭
り

平
成
十
八
年
十
二
月
三
日
㈰

観
翠
庵
道
場

　

書
院
に
流
祖
三
斎
公
の
尊
像
を
安
置

し
、観
音
寺
朝
山
一
玄
師
を
迎
え
一
同
で

読
経
し
遺
徳
を
偲
ん
だ
。参
加
者
七
〇
人

　

席
担
当 

濃
茶
席（
松
霞
亭 

山
崎
社
中
）

　
　
　
　

 

薄
茶
席（
富
士
の
間 

杉
原
社
中
）

○
三
斎
忌

平
成
十
八
年
十
月
二
十
二
日
㈰

　

祥
峯
宗
瑞
禅
師
を
偲
び
澄
田
知
事
ご

夫
妻
、ご
親
族
並
び
に
会
員
一
五
〇
人

が
法
要
、茶
会
に
参
加
。朝
山
一
玄
師
の

読
経
の
な
か
、辰
村
九
曜
会
副
会
長
が

供
茶
を
し
、十
三
回
忌
に
相
応
し
い
法

要
茶
会
と
な
っ
た
。

　

席
担
当

　

濃
茶
席（
松
霞
亭 

大
野
、加
儀
社
中
）

　

薄
茶
席（
富
士
の
間 

直
門
）

　

点
心
席（
観
音
寺
書
院 

直
門
）

○
祥
峯
宗
瑞
禅
師

　
遠
方
忌（
十
三
回
忌
）法
要
茶
会

二
十
回
を
記
念
し
て

記
念
品
頒
布
会
を
企
画

・
皆
具（
萩
焼
・
新
庄
定
嗣
作
）

・
掛
軸（
北
島
国
造
・
宗
育
家
元
合
筆
）

・
茶
杓（
北
島
国
造
銘 

宗
浦
若
宗
匠
作
）

・
香　
（
宗
育
家
元
好
銘 

八
雲
・
松
栄
堂
）



（3） 三斎流九曜会だより
平
成
十
九
年
七
月
二
十
九
日
㈰

ホ
テ
ル
武
志
山
荘

　

平
成
十
九
年
度
総
会
が
、会
員
一
一

〇
人
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
、会

長
様
、家
元
様
の
い
つ
も
乍
ら
お
元
気

で
力
強
い
ご
挨
拶
に
続
き
、十
九
年
度

事
業
、決
算
報
告
、次
年
度
事
業
計
画
、

予
算
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、何
れ
も

可
決
さ
れ
た
。

　

午
後
は
、京
都
㈱
た
ん
熊
北
店　

社

長　

栗
栖
正
博
様
に「
京
料
理
と
懐
石
」

と
い
う
演
題
で
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

し
て
の
熱
演
を
頂
い
た
。

　

講
演
内
容
は
後
日
講
演
特
集
号
を
発

行
す
る
予
定
で
す
。

○
九
曜
会
総
会

平
成
十
九
年
九
月
一
日
㈯
、二
日
㈰

一
畑
寺

　

三
斎
流
担
当
は
二
日
㈰
残
月
亭
、今
年

は
、前
管
長
七
回
忌
追
善
茶
会
の
た
め
参

席
者
に
は
、記
念
品（
色
紙
）を
頂
い
た
。

　

色
紙
：
身
心
安
楽（
し
ん
じ
ん
あ
ん
ら
く
な
り
）

　

席
担
当　

残
月
亭 

山
崎(

智)

社
中

　
　
　
　
　

野
々
村
社
中
・
加
茂
会

○
一
畑
薬
師
茶
会

平
成
十
九
年
十
一
月
十
八
日
㈰

平
田
本
陣
記
念
館

　

今
年
は
、回
を
重
ね
四
回
目
と
な
り
、

定
着
。

　

法
要
に
続
き
家
元
の
供
茶
式
、そ
の

後
呈
茶
の
席
が
あ
っ
た
。

　

席
担
当　

樋
野
・
金
森
・
山
本
社
中

○
十
六
善
神
を
偲
ぶ
会

平
成
二
十
年
四
月
十
三
日
㈰

峯
寺

　

世
界
平
和
の
祈
願
祭
が
行
わ
れ
る

中
、十
三
日
に
は
、家
元
に
よ
る
献
茶
が

行
わ
れ
、観
音
堂
前
に
て
、一
般
参
拝
者

約
三
〇
〇
人
に
呈
茶
を
行
っ
た
。

　

席
担
当 

九
曜
会
有
志
・
雲
南
翠
木
会

○
出
雲
の
国
神
仏
霊
場
合
同
茶
会

平
成
十
九
年
十
二
月
二
日
㈰

観
翠
庵
道
場

　

書
院
に
流
祖
三
斎
公
の
尊
像
を
安

置
。師
走
の
寒
い
中
、観
音
寺
朝
山
一
玄

師
を
迎
え
一
同
で
読
経
し
、遺
徳
を
偲

ん
だ
。

　

席
担
当

　

濃
茶
席 

（
松
霞
亭 

大
野
・
加
儀
社
中
）

　

薄
茶
席 

（
富
士
の
間 

佐
藤
社
中
）

○
三
斎
忌

平
成
二
十
年
三
月
二
十
三
日
㈰

出
雲
文
化
伝
承
館　

出
雲
屋
敷

　

十
六
回
目
を
迎
え
、広
く
定
着
し
て
き

た
茶
会
に
な
り
、今
年
も
、六
〇
〇
人
程
の

県
内
全
域
か
ら
の
来
席
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

席
担
当　

福
間
社
中

○
早
春
の
茶
会

　

観
翠
庵
を
三
斎
流
以
外
の
方
に
も
開

く
数
少
な
い
機
会
で
あ
る
恒
例
の
茶
会

は
、春
の
ひ
と
時
、た
く
さ
ん
の
人
で
賑

わ
っ
た
。

　

席
担
当

　

濃
茶
席

　
（
観
音
寺
書
院 

山
田
・
下
垣
社
中
）

　

薄
茶
席 

（
富
士
の
間 

杉
原
社
中
）

平
成
二
十
年
四
月
二
十
九
日（
火
・
祝
）

観
翠
庵
道
場
・
観
音
寺
書
院

○
新
樹
の
茶
会

に
感
謝
し
、家
元
に
よ
る
献
茶
が
行
わ

れ
、続
い
て
奥
書
院
の
濃
茶
席
、亀
山
新

館
の
薄
茶
席
で
お
茶
を
頂
く
。一
八
〇

人
の
来
席
者
で
賑
わ
っ
た
。

　

席
担
当

　

濃
茶
席 

　
（
北
島
國
造
家
書
院 

大
田
・
広
沢
社
中
）

　

薄
茶
席 

　
（
亀
山
新
館 

大
平
・
杉
山
社
中
）

平
成
十
九
年
九
月
三
十
日
㈰

　

二
十
一
回
目
の
亀
山
茶
会
は
、豊
穣

○
出
雲
大
社
亀
山
茶
会

平
成
十
九
年
十
月
六
日
㈯
、七
日
㈰

松
江
城
山
二
の
丸
広
場

　

今
年
か
ら
松
江
開
府
四
百
年
記
念

祭
が
始
ま
り
、例
年
に
な
い
に
ぎ
わ
い

で
あ
っ
た
。両
日
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
、両
日
で
一
三
五
〇
人
の
来
席
数
が

あ
っ
た
。

　

席
担
当　

辰
村
社
中

○
松
江
城
山
大
茶
会

九
曜
会
事
業
報
告

　

 〈
平
成
十
九
年
七
月
〜
二
十
年
六
月
〉

僧　

厳
頭
に
問
う

　

道
に
猛
虎
に
逢
う
時
ん
ば
い
か
ん

頭　

曰
く「
拶
」

　

大
意
は
、一
言
せ
ま
っ
て
み
る
こ
と
、

　

恐
れ
ず
挑
戦
す
る
こ
と
。

禅
問
答
で
は

　

仏
祖
の
道
を
極
め
る
に
は
、虎
で
あ

　

れ
大
徳
で
あ
れ
恐
れ
ず
挑
戦
し
な
さ

　

い
の
意

床 

天
室
和
尚
筆 

厳
頭 

拶 

一
字

　
　
　
　
　
　
　
（
大
徳
寺
一
九
〇
世
）



（4）三斎流九曜会だより
平
成
二
十
年
五
月
十
五
日
㈭
、十
六
日
㈮

出
雲
大
社

　

毎
年
の
茶
会
も
、本
年
は
、出
雲
大
社

六
十
年
に
一
度
の
遷
宮
の
年
に
あ
た
り

御
本
殿
の
一
般
拝
観
期
間
と
も
重
な

り
、両
日
と
も
、い
つ
に
も
増
し
て
、大

い
に
賑
わ
う
お
茶
会
と
な
っ
た
。

　

席
担
当　

社
務
所

　
　
　
　
　

直
門
・
伊
藤
社
中

平
成
二
十
年
六
月
二
十
九
日
㈰

出
雲
文
化
伝
承
館　

松
籟
亭

　

家
元
様
挨
拶
の
後
、若
宗
匠
か
ら
、井

伊
直
弼
の『
一
會
集
』に
つ
い
て
の
講
演

を
頂
い
た
。

　

続
い
て
、研
修
部
会
に
よ
り
、点
前
研

究
が
、行
わ
れ
た
。

　

包
み
棗　
　
　
　

大
平
先
生

　

平
濃
茶（
大
板
）　

野
々
村
先
生

○
出
雲
大
社
大
茶
会

平
成
十
九
年
七
月
〜

○
研
修
会

　

充
若
宗
匠
に
は
平
成
十
九
年
四
月
よ

り
、
京
都
建
仁
寺
へ
の
入
山
に
先
駆
け

て
、得
度
式
を
受
け
ら
れ
た
。

　

建
仁
寺
小
堀
泰
巖
老
大
師
よ
り
「
宗

浦
」の
安
名
を
拝
受
さ
れ
た
。

　

若
宗
匠
ご
夫
妻
に
は
目
出
度
く
次
女

ご
誕
生

○
わ
た
し
の
な
ま
え
は
香
雪（
こ
ゆ
き
）で
す
。

○
マ
マ
の
お
な
か
で
3
5
0
0
g
ま
で
に
大
き

く
な
り
、
マ
マ
も
重
く
て
大
変
「
こ
れ
か
ら

パ
パ
も
い
な
い
し
、
は
る
か
姉
ち
ゃ
ん
も
い

る
し
マ
マ
も
た
い
へ
ん
ネ
。わ
た
し
が
大
き

く
な
っ
た
ら
、
は
る
か
姉
ち
ゃ
ん
と
二
人
で

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
お
て
つ
だ
い
し
て
あ

げ
る
ネ
。だ
か
ら
、
パ
パ
が
い
な
く
て
も
、
マ

マ
が
ん
ば
っ
て
ネ
…
こ
ゆ
き
」

若
宗
匠
得
度
式
十
月
七
日

家
元
様

二
人
目
の
内
孫
さ
ま
ご
誕
生

平
成
十
九
年
二
月
十
六
日

観
翠
庵
道
場

茶
会
の
主
旨
は…

　

四
月
よ
り
建
仁
寺
に
入
山
す
る
た
め

「
留
守
宅
を
宜
し
く
頼
み
ま
す
」と
の

若
宗
匠
の
や
さ
し
い
お
気
持
ち
を
一
服

の
お
茶
に
込
め
ら
れ
た
茶
会

　

す
べ
て
心
の
こ
も
っ
た
自
作
品
で

若
宗
匠
主
催
の
お
茶
会

平
成
十
九
年
三
月
四
日
㈰

　

無
事
一
年
間
の
修
行
を
終
え
て
帰
庵

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
紙
巻
頭
に
掲
載
し
ま
し
た
写
真
は

建
仁
寺
専
門
道
場
の
門
前
に
て
下
山
の

際
、般
若
心
経
を
読
ま
れ
る
姿

宗
浦
若
宗
匠
目
出
度
く
帰
庵

平
成
二
十
年
四
月

若
宗
匠
ご
長
女
暖
花（
は
る
か
）ち
ゃ
ん

ひ
も
落
し
お
祝
着  

す
て
き
で
し
ょ
!!

と
て
も
可
愛
ら
し
く「
は
い
ポ
ー
ズ
」

お
め
で
と
う
七
・
五
・
三
祝

平
成
十
九
年
十
一
月

　

宗
育
家
元
様
に
は
新
年
早
々
道
場

の
正
月
準
備
の
最
中
に
左
足
首
捻
挫

さ
れ
た
が
、三
日
・
四
日
年
始
客
の
接

待
を
さ
れ
、そ
の
夕
方
病
院
へ
。以
後
約

二
ケ
月
の
入
院
生
活
。そ
の
間
、庵
を

守
ら
れ
た
典
子
先
生
は
、大
変
ご
苦
労

さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、持
前
の

精
神
力
で
お
過
ご
し
に
な
り
ま
し
た
。

　

家
元
様
は
そ
の
後
退
院
間
も
な
く

京
都
へ
。又
、四
月
十
三
日
に
は
峯
寺
で

の
献
茶
式
な
ど
ご
活
躍
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

隠
岐
の
島
と
因
幡
と
丹
後
と
に
分
布
す
る

美
し
い
植
物
の
多
年
草
。

★
全
植
物
体
は
白
い
綿
毛
で
お
お
わ
れ
て
い

る
。★
葉
は
厚
く
基
部
を
除
き
の
こ
ぎ
り
歯

の
あ
る
細
長
楕
円
形
で
対
生
の
葉
を
多
数
つ

け
る
。★
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
藍
紫
色
の
筒

状
の
花
を
密
に
つ
け
る
。★
和
名
は
洞
庭
藍

で
藍
は
花
の
色
を
意
味
し
、
中
国
の
洞
庭
湖

の
美
し
い
瑠
璃
色
の
水
に
ち
な
ん
だ
も
の
と

言
わ
れ
て
い
る
。昭
和
42
年
10
月
に
当
時
の

皇
太
子
と
妃
殿
下
が
島
根
県
下
を
行
啓
の

時
、
丸
山
氏
は
美
智
子
妃
殿
下
に
こ
の
ト
ウ

テ
イ
ラ
ン
を
お
目
に
か
け
ら
れ
た
。妃
殿
下

は
「
ク
ワ
ガ
タ
ソ
ウ
や
ト
ラ
ノ
オ
の
類
で
す

か
」と
お
お
せ
ら
れ
、
丸
山
氏
は
妃
殿
下
の
分

類
眼
識
慧
眼
に
驚
き
入
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

平
成
二
十
年
一
月
二
日

観
翠
庵（
家
元
家
）内
外
出
来
事
色
々

観
翠
庵（
家
元
家
）内
外
出
来
事
色
々

観
翠
庵（
家
元
家
）内
外
出
来
事
色
々

シ
リ
ー
ズ（
茶
花
）

トウテイラン
（ゴマノハグサ科）
彩紫花苑の植物 誌より

植物研究家　丸山　厳 氏
（北陵高校）

故 

細
川
護
貞
公
夫
人
薫
子
様

　

平
成
十
八
年
七
月
二
十
一
日
ご
逝
去

謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
悔
や
み


